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JA糸島和牛部会が半年ぶりに子牛市場に出荷 

－ ランピースキン病の発生を乗り越えて － 

 

 昨年 11月に、国内で初めてランピースキン病の発生が県内において確認さ

れ、他県市場への子牛の出荷を自粛しなければならない事態となりました。 

このため、一日も早い出荷再開に向けて、生産者と関係機関一丸となって防疫

対策に取り組んだ結果、12月の新規発生を最後に、続発の阻止に成功しまし

た。 

この度、令和 7年 5月 9日から佐賀県中央家畜市場において、福岡県の和牛

子牛の受け入れが再開しました。半年ぶりの出荷に不安もありましたが、管内

からは JA糸島和牛部会が 12頭出荷し、無事に全て購買成立となりました。 

特に去勢牛は、部会平均価格が市場平均以上となる素晴らしい再スタートとな

りました。 

今後も普及指導センターは、防疫対策に努めながら優良な和牛子牛生産のた

めの支援を続けていきます。 
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